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WOW＝NO.1 を実現するために

「LINEらしいやり方・考え方」とは何か――

この問いに真剣に向き合い、言葉にしたのが

LINE STYLE です。

まさに「LINE のスタイル」としか言いようの

ない、ユニークな価値観や方法を、一冊に詰め

込みました。日々チャレンジし続けるための

ガイドブックとして、困ったとき、迷ったとき

に開いてみてください。
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LINEはどんな夢を抱き、
どう世界を変えようとしているのか。
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LINEは「同じ夢を抱く仲間が、その夢を実現させる場所」です。

夢とは、多くのユーザーに愛される NO.1 サービスを生み出し

「CLOSING THE DISTANCE」を実現すること。

NO.1 を目指して常にチャンスを探し出し、チームで協力しながら 

達成していく、それが LINEという会社です。

目の前の現実にばかり執着している会社には未来がなく、

理想ばかりを追いかけて、結果を出せない会社には現在がありません。

LINEは、不可能に思えることを現実にするために、

絶えず変化を続けてきました。

ミッションである「CLOSING THE DISTANCE」を果たすためなら、

特定の事業だけにこだわる必要はありません。

私たちは検索からスタートしたにもかかわらず、思い切ってメッセンジャー

に方向転換することでユーザーの支持を得て、それをベースに、ゲームやフィ

ンテック、AIなど様々な分野でユーザーとの接点を拡大してきました。

そしてこれからも、

NO.1 を夢見て、他ではできない大胆なチャレンジを続けていきます。

LINEは「挑戦し、達成するためのプラットフォーム」として、 

プライドを持って働ける場であり続けます。

NO.1に挑戦し
達成するための
プラットフォーム
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WOWを生み出すことで
CLOSING THE DISTANCEを
実現させていきます。

LINEらしいやり方で
WOWを追求し
NO.1 を目指します。
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LINEという会社の価値基準は、「WOW」という言葉に詰まっています。

WOWは「ユーザーを感動させる初めての体験」であり、

「思わず友だちに教えたくなるような驚き」のことです。

市場をリードし、世界のパラダイムを変える NO.1 サービスには

必ず WOWがあります。これを言い換えると、

「WOWを追求するからこそ NO.1 になれる」のであり

「NO.1 を目指し続けるからこそ、WOWが生まれる」ということです。

WOW＝ NO.1

だから、LINEの社員はあらゆる活動の中で、自分たちに問い続けます。

「これは WOWなのか？」　

それは製品やサービスづくりに限った話ではありません。

サービス運営や営業活動、組織づくり、バックオフィスも含めてです。

2 倍 3 倍の成長ではなく、常に今の「10 倍」を目指すことで

WOWを生み出し、NO.1 へ前進する。

この挑戦を続けることこそが、LINEの STYLEです。

LINEの価値基準は
「WOW＝NO.1」

8



9



ユーザーが驚くような体験をつくり出すため、

失敗を恐れず挑戦しているなら、その人は LINERです。

グローバルジャイアントとの競争も、「自分たちならできる」と

立ち向かうことに高揚を感じるなら、その人は LINERです。

LINEのチャレンジは、一部の限られた人ではなく、

多くの人に支持されて初めて意味を持ちます。

ユーザーに選ばれたいと全力で願い、サービスをつくるプロセスで、

自らモチベーションを高めていかなければなりません。

何よりも、何十倍も大きいグローバルジャイアントと競争する中で、

必ずできるという自信と失敗を恐れない度胸が大切です。

真の LINERは、強いチャレンジ精神と闘志を胸に、 

WOW=NO.1 を実現していきます。

LINERは
チャレンジ精神と
闘志の持ち主
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WOW＝ NO.1 を目指す LINERのためのガイドライン。
「LINEらしいやり方・考え方」を11項目にまとめました。
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Open Communication, Vertical Decision-making
▶ オープンな議論と、リーダーによる決断

 06

Keep in Sync, Aiming for the Same Goal 
▶ 同じゴールを目指し、同期し続ける

 07

1% Problem-finding, 99% Solution-making
▶ 「できない」から「できる」をつくる

 09

Work Intensely and Be Focused
▶ 目的なき「一生懸命」は、いちばん危険

 08

Go Brave. No Fear. No Regrets
▶ 世界を変えるのは、大胆で勇気ある挑戦

 10

Enjoy the Challenges
▶ ワクワクしなければ、仕事じゃない

 1 1

Users Rule
▶ 全ての原点は、ユーザーニーズ

01

Always Data-driven
▶ 感覚ではなく、データ＝事実を信じる

 04

Perfect Details
▶ 追求すべきは「紙一重」の違い

 03

Stay a Step Ahead
▶ 完璧さより、まず踏み出す勇気

02

Build Lean and Exceptional Teams 
▶ 最高を目指す、少数精鋭のチーム

 05
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Users Rule
▶ 全ての原点は、ユーザーニーズ

WOWを生み出す源は「ユーザーニーズを把握すること」です。

しかしユーザーに「欲しいものは？」と聞いても、答えは永遠に見つかりません。

真のニーズは、ユーザー自身も言葉にできていない未知の部分にあり、それを

捉えるのは至難の業です。

隠れた真のニーズを見つけ出すためには、ユーザーへの深い洞察力と執着心

が必要です。ユーザーのほんの小さな動きまで見逃さず、絶えず疑問を持ちな

がら、あらゆる方法で、奥底にあるニーズを徹底的に問い続けること。ユーザー

への熱すぎる思いがあってこそ、WOWへの道が開かれます。

□ 自分にとってのユーザーが誰か、そのユーザーのニーズが何なのか、明確
 に説明できますか ?

□ ユーザーが本当に望むことを知るために、一歩も二歩も踏み込んで徹底的
 なリサーチをしていますか ?

LINEを立ち上げる前のユーザー調査では、「メールも PCのメッセンジャー
もあるから、スマホ用の新しいメッセンジャーは不要」と言われました。
ユーザー自身も自分のニーズに気付いていなかったんです。

LINE STYLE

01
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Stay a Step Ahead
▶ 完璧さより、まず踏み出す勇気

ユーザーニーズを満たすアイデアが生まれたら、いち早く形にするために、1

分 1 秒でも早く、全速力で行動しましょう。

WOWは「ユーザーを感動させる初めての体験」であり、ユーザーに「初めて」

と認識してもらえるかどうかが、NO.1 への分かれ道になります。世の中には

すでに同じ発想を持った人がいるはずです。だから、まずはユーザーに届ける

ことが最優先。「全てを揃えてから」ではなく、「WOWの最小単位ができたら」

勇気を持って世に出す。誰よりも早く失敗し、誰よりも早く改善し続けること。

小さく速く、動き続けるスピードこそが、LINEの競争力です。

□ 「まずやってみよう」というフットワークの軽さで、スムーズに動き出せて
 いますか ?

□ 完璧を目指して抱え込むのではなく、途中で何度も共有してフィードバック
 を受けていますか ?

LINEの開発時、十分に時間をかけて開発したほうがいいという声もあり
ましたが、無理を承知で 1 カ月半でつくってもらいました。もし完璧さを
求めすぎて半年かけていたら、他のサービスに負けていたでしょう。

LINE STYLE

02
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Perfect Details
▶ 追求すべきは「紙一重」の違い

スピードと両立させるべきは、職人的な細部へのこだわりです。

速さだけを重視して大雑把な仕事をしては意味がありません。世の中の NO.1

サービスは必ず、他とは差別化された細部への圧倒的なこだわりを持ってい

ます。最終的に選ばれる決め手は「紙一重の差」なのです。

どうしたらユーザーが喜ぶか、あらゆる可能性・選択肢を試し、一度できあがっ

たものに対しても、改善を重ねて完成度を高め続けていく。適当なところで終

わらせず、最後の最後まで突き詰める姿勢が、製品やサービスに命を吹き込み、

血の通ったものを生み出します。

□ 細部まで「ちょっとした工夫」を徹底的にやり抜けていますか ?

□ 一度出したアウトプットにも妥協せず、何度もやり直し、完成度を上げ続
 けていますか ?

NO.1になれるかどうかって、機能より「使い心地」で決まったりします。そ
の「心地」はディテールにこそ宿る。いかに狂信的に細部にこだわり抜ける
かが鍵になります。

LINE STYLE

03

15



Always Data-driven
▶ 感覚ではなく、データ＝事実を信じる

□ 担当サービスの直近 1 週間のユーザーデータを把握していますか ?

□ 自分たちの予想に合わせて、都合のいいデータばかり見ていませんか？

「なんとなく見えているもの」と「データから出る解答」って、やっぱり違
う。こうだろうと思って立てた仮説に寄せたデータ分析をしちゃうと、本
質を見誤ってしまう。データをフラットに見るのはとても大事です。

LINE STYLE

04

LINE は全ての判断基準をデータに置いています。

データは単なる数字ではなく、ユーザーニーズの総体であり、ユーザーの評

価そのものであり、戦略と行動を決定する羅針盤だと考えているからです。

仕事で苦労していると、見たいことだけを見ようとし、数字を客観的に分析

しなくなる危険性があります。未知の市場で挑戦していくためには、固定概

念をなくし、「真の答えはデータにある」と受け入れ、目標に向かって前進し

ていきましょう。
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Build Lean and
Exceptional Teams 
▶ 最高を目指す、少数精鋭のチーム

会社としての LINEは成長を続けています。しかしチームが 2 倍に大きくなっ

たからといって、成果も 2 倍になるわけではありません。かえってスピードが

2 倍遅くなることもあります。

NO.1 サービスのほとんどは、「それなりで満足する多数」ではなく、「最高を

目指し続ける強い意志を持った少数精鋭」によってつくられます。組織が拡大

しても小さなチームを保ち続けることによって、LINEは、強いリーダーシッ

プを持った「100 のスタートアップ」が切磋琢磨する場になります。規模では

グローバル巨大企業にかなわなくても、多くのリーダーシップを活かし、卓越

した小さなチームの集合体として勝負していきます。

□ 自分たちのチームは「少数精鋭」を保てていますか ?

□ チームの規模ではなく、「いかにイノベーションを起こせるか」で勝負しよう
 としていますか ?

IT業界ではこれまで何度も大きな会社から小さな会社に覇権が交代してき
ました。チームが大きくなりすぎると、調整や相談、チームの管理にエネル
ギーが必要で、イノベーションを起こしにくいんです。

LINE STYLE

05
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Open Communication,
Vertical Decision-making
▶ オープンな議論と、リーダーによる決断

人は誰でも間違った判断をすることがあり、一人の人間があらゆる分野に長

けているわけではありません。それはリーダーもメンバーも同じです。互いに

間違っていることは率直に指摘し、答えを探すためのプロセスとしてオープ

ンに討論できる環境であることが成功の確率を高めます。

そのプロセスを経て、チームは多くの可能性の中からひとつのゴールを設定

します。最終的な決断を下し、結果に責任を持つのが、リーダーの仕事です。

他のメンバーは、リーダーの判断を信じ、同じ目標に向かって最大限に協力し

ましょう。成功にはリーダーシップとフォロワーシップの両方が不可欠です。

□ 相手がリーダーであっても、間違っていると思ったら指摘できますか ?

□ 最終的には、リーダーの判断を信じて最大限に協力していますか ?

□ 自分がリーダーの場合、最後は自ら考え抜き、責任を持って意思決定をし
 ていますか ?

ビジネスはある種の戦いです。「みんなが決めたことだから」という姿勢
は一見美しいですが、多数決にしたがった結果、全滅したら意味がない。
大事なのは、生き残って勝利すること。リーダーにはその責任があります。

LINE STYLE

06

18



Keep in Sync, 
Aiming for the Same Goal 
▶ 同じゴールを目指し、同期し続ける

チームには多様な才能が集まるからこそ、バラバラな方向に進まないように、

丁寧に気を配らなければなりません。まずは全員が確実に同じゴールを描く

ことから始めましょう。

ユーザーニーズは常に変化しているので、ゴール地点は刻々と変わるかもし

れません。日々の軌道修正をリアルタイムに確認し合い、歩調を合わせて進む

ことが重要です。始まりから終わりまで、全ての行程で細かく情報共有し、ひ

とつの目的地に向かう。同期する作業を日々繰り返すことで、一人では到達で

きない、チームとしての成功が見えてきます。

□ 自分が今やっている仕事がチームとしてのゴールに合っているか、曖昧な
 部分はありませんか？

□ 日々発生する細かな変更点も、チーム全員にリアルタイムで情報共有して 
 いますか？

難しいのはユーザーニーズが日々変わること。リーダーはその度に軌道修
正し、情報共有しなければなりません。同じゴールを目指しながら、ゴール
地点を常に変え続けないと、生き残れないんです。

LINE STYLE

07
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Work Intensely and 
Be Focused
▶ 目的なき「一生懸命」は、いちばん危険

時間をかけて熱心に働いたからといって、成功する保証はありません。「盲目

的に一生懸命」は危険です。目の前の業務に追われていると、「何のためにこ

の仕事をしているか」という本質を見失いやすいからです。

競争の中で抜きん出るには、平等に与えられた 24 時間を賢く使う必要があり

ます。5 時間「漫然と続ける」より、1 時間でも「疲れ果てるほど集中する」。そ

のためには、自分が今「誰のために、何を、なぜしているのか」を常に意識しな

ければなりません。それが明確にわかってこそ、時間を有意義に使えるのです。

□ 今抱えている仕事の優先順位を理解していますか ?

□ 何時間仕事をしたかより、どんな問題を解決できたかを重視していますか?

□ 会議の目的やアジェンダを明確にして出席者と共有していますか ?

「仕事のための仕事」や「会議の報告のための準備会議」が増えていません
か？ みんなの周りにもきっと「その会議、なんで 2 週間もやってんの？　
誰も求めてないんだけど……」という仕事があるはずです。

LINE STYLE

08
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1% Problem-finding, 
99% Solution-making
▶ 「できない」から「できる」をつくる

問題が出てきた時、「なぜできないんだ？」と分析だけで終わっていては、前

に進めません。できない理由を探すために使うエネルギーは 1％で十分。「ど

うやって、できるようにするか？」に、99％のエネルギーを集中させましょう。

グローバル市場でチャレンジすることは、とても大変なことです。できない理

由を並べるのは誰にでもできますが、プロなら「誰も思いつかない新しい解決

策」を探し出さねばなりません。不可能を可能にするために本気で考える、そ

の努力が WOWを生み出します。

□ 「なぜできないのか」を話し合うだけで満足していませんか ?

□ みんなが問題点ばかり指摘する会議でも、代案を出して突破口を開こうとし
 ていますか?

LINEはイノベーションを起こす立場。成功の確率が低い仕事がほとんどで
す。「できない」で終わらず、それをどう乗り越えるかにエネルギーを使っ
てほしい。できる方法は針の穴を通すようなものだったりします。

LINE STYLE

09
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Go Brave. 
No Fear. No Regrets
▶ 世界を変えるのは、大胆で勇気ある挑戦

WOWは「新しい感動の経験」であり、イノベーションです。小さいことばかり

気にしていては絶対に生み出せません。常に大胆で勇気ある挑戦が求められ

ます。今の仕事が WOWだと確信したら、失敗を恐れず、思い切った勝負に出

ましょう。ホームラン王は勇気を持ってフルスイングをするから、ホームラン

が打てるのです。サービスをつくる過程も同じです。

LINEでは、もしうまくいかなくても、そのことで責められることはありませ

ん。責められるとしたら、「挑戦しないこと」です。多くの挑戦と多くの失敗

の先に成功があるからです。

□ 今やっている仕事は「WOWだ」と胸を張って言えますか ?

□ 周りに無謀だと言われてもひるまず、思い切った勝負をしていますか ?

□ 失敗した時、「何を学んだか」をクリアにし、次に生かせるようにしていま
 すか ?

LINEはジャイアントキリングをするチームだと思います。普通なら世界的
な巨大企業に立ち向かうべきではないけれど、我々はなんとしてもやる。

「できる」からスタートしないと、NO.1 にはたどり着かないんですよね。

LINE STYLE

10
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Enjoy the Challenges
▶ ワクワクしなければ、仕事じゃない

□ 情熱を持って仕事に取り組めていますか ?

□ 厳しい状況や苦手なこともチャンスだと捉え、挑戦しようとしていますか?

□ ひとつひとつの仕事をやりがいのあるものにするため、自ら目標設定をして
 いますか ?

人間は元来、保守的なので、挑戦は意識的にやらないとできません。私がカ
ンファレンスで、毎年新しい発表をするのは、私自身がスーパー保守的な人
間だから（笑）。挑戦を意識的に楽しんでいます。

LINE STYLE

11

LINEは前例のないことに挑み、失敗しても、くじけずに生き残ってきた会社

です。そして、この挑戦はこれからも続きます。うまくいかないことのほうが

多いかもしれません。だからこそあえて、挑戦を楽しみましょう。

LINEはチャレンジする人を全力で応援します。小さなことでも本気で取り組

む。やらされているのではなく、自ら進んでやる。苦労の先にあるユーザー

の WOWを想像し、仕事に没頭してみてください。そのプロセスには必ず楽

しさが潜んでいます。
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LINE STYLE にはどんな想いが込められているのか？ 
こちらの３人に改めて話を聞きました。

舛田 淳
CSMO

慎 ジュンホ
CWO

出澤 剛
CEO
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―改めて LINE STYLEとは何でしょうか？

そして、LINEの遺伝子をつくっていくのが LINERです。LINER

は LINEの一部であり、総和ですから。

LINE STYLEとは
LINEのDNA（遺伝子）である

LINEという会社をひとりの人間にたとえるなら、「その人ら

しさ」が LINE STYLE。人を構成する細胞にあたるのが LINER

です。LINE STYLEは、細胞ひとつひとつがどうあるべきなの

か、細胞同士がどう結びつくべきなのかを表しているんです。

慎さんも言うように、STYLEは降って湧いたわけじゃない。今

まで我々がずっとやってきたことのなかから、「これは LINE

らしい」と思うことを残し、「今後、らしさを追求していくと

こうなるよね」、というものを入れた集合体です。だから LINE 

STYLEは、LINEの過去でもあり、現在でもあり、未来でもある。

舛田

社員とか従業員という言い方をすると、なんだか一部の機能

を担う「部品」みたいじゃないですか。あえて LINERと呼ぶの

は、「LINEの世界観を構成する、主権者ひとりひとり」という

意味を込めたかったからです。

慎

LINE STYLEとは、生物で言うところの DNAに近いものです。

DNAは突然できあがったものではありません。長い時間をか

けてその種族が生き残った痕跡、蓄積です。会社ならではの

やり方、考え方も、DNAと同じく時間をかけて確立されるも

のですよね。つまりLINE STYLEは「LINEらしさ」とも言えます。

出澤

慎
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―なぜあえて「LINE STYLE」を明文化する
 必要があったのですか？

LINEは特殊な会社なので、世の中にある教科書的な働き方は

当てはまらないんですよね。我々ならではの STYLEを言語化

し、かつアップデートしていかないと風化してしまうなと。

チャレンジし続けるため
LINEらしいやり方

考え方を言語化した

※ 2017 年 1 月に最初の LINE 　　　
STYLE（1.0）がつくられた

我々は従来、何かを固定化するのは嫌だという経営スタイル

だったので、STYLEのようなものをまとめてきませんでした。

でも新しい世代の LINER は私たち 3 人と直接話す機会があま

りありません。私たちがどういう働き方を求めているのかを

理解してもらい、次世代につなぐためにも、改めて言葉にす

る必要がありました。今回明文化されたものは、我々がずっ

と以前から繰り返し言い続けてきたことに、優先順位をつけ

たにすぎません。

舛田

長く一緒に働いている人にとって「LINEらしい考え方」は言

わなくても空気で伝わります。しかし今は LINERが 7000 人も

いて、その過半数は入社 3 年以内の方です。最近は LINEを他

の大企業のように「安定して落ち着いた会社だ」と思って入社

してくる人もいます。そういう人は、いざ入社して「LINEは

チャレンジし続ける会社だ」と言われても「なぜチャレンジす

るの？」と戸惑ってしまう。こうなると、LINEが生まれる前か

ら苦労してきた人と彼らの意識との間にギャップが生じ、「み

んなが同じ方を向いている」状態が保てなくなります。

慎

出澤
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―今回のアップデートの背景は？

改めてNO.1を目指す
ハングリー精神を

アップデートに際して再度強く確認したのが NO.1 への思い

です。1.0 では LINEの価値基準は「WOW」としていましたが、

2.0 では「WOW＝ NO.1」としました。

「WOW」という体験のためには必ず「NO.1」があるという二者

の関係性を、今回定義したかったんです（▶P09）。ただ驚かせ

るだけの「WOW」ではダメ。「CLOSING THE DISTANCE」とい

う大きなミッションは、NO.1 を伴わないと実現できません。

だから、あえてスタートアップ企業のように NO.1 を掲げたわ

けです。我々は創業以来、圧倒的に NO.1 になるサービスを目

指してやってきました。ところが会社が大きくなってくると、

NO.2 や NO.3 でも事業が成り立つケースが出てくる。そうな

ると細部への執着がどうしても甘くなり、それが続けばユー

ザーとの距離が離れていくでしょう。ユーザーニーズも汲み

取れなくなりますし、我々自身の実行力も減退していく。

舛田

「LINE STYLE 2.0」はキーワード中心だった「1.0」のフィード

バックを受け、より丁寧に説明した形です。この 1 年、2 年で

LINEを取り巻く状況も変わったので、そこも加味しました。2年

後、3年後には当然、さらなるアップデートがあると思います。
慎

「なんとしてもNO.1を」というハングリー精神がLINERの間

で希薄化しているという側面は、たしかにあるかもしれませ

ん。何のための「WOW」かというと、NO.1になるため。じゃあ

NO.1 って何かというと、世の中のいろんな人の生活を変えた

り、もっと便利にしたりするということ。

出澤
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その仕事を何のためにやっているかというのは、常に問うて

ほしいですね。目的と「一生懸命」の主従関係を間違えないよ

うにしなければいけません。

―11 の STYLEで特に強調したいものは？

ニーズと仕事の目的を
常に問い直そう

それと近いもので、08「Work Intensely and Be Focused （目

的なき「一生懸命」は、いちばん危険）」は、多くの LINERがドキッ

とするかもしれません。働き方改革の考え方に近いんですが、

本当に「一生懸命」やるべきことなのか？そこを正確に検証し

ないと、パフォーマンスは出てこない。「一生懸命」だから

パフォーマンスが発揮できるわけではないんですよ。

舛田

車にたとえるなら、自分の持っている車が NO.1 の最高級車

じゃなくても、予算の都合で我慢しますよね。でもインター

ネットサービスは車と違って基本的に無料なので NO.1 にな

らないと、すぐ乗り換えられて逆転されてしまうんです。こ

の業界で生き残るには、どの国のどのサービスと比べても、

圧倒的な高品質を提供しなければなりません。

慎

 01「Users Rule (全ての原点は、ユーザーニーズ）」はおそらく

一番大切で、他の項目を全て合わせた性質を持っています。

ユーザーが求めるものを把握するのは本当に難しい。ユー

ザー自身も自分のニーズをわかっていないんです。だから、潜

在的なユーザーニーズを見つけるというのは、NO.1を達成す

るためにすべきことの半分くらいは占めているでしょう。ここ

で方向性を間違うと、いくら頑張っても無駄になってしまう。

慎

出澤
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LINEは失敗して責められる会社ではありません。我々もこれ

まで数えきれないほどサービスをたたんできましたが、失敗

しても誰も覚えてません（笑）。だから挑戦してください。

―STYLEを通じてみんなに伝えたいことは？

仕事がつらいものであってはいけないし、自分や周囲が健康

でいられるかどうかも大事。慎さんと STYLEについて話して

いたら、「みんなを HAPPYにしたい」という話になりました。

HAPPY って、自分自身だけじゃない。クライアントも、パー

トナーも、ユーザーも、他の LINERも、LINERの家族も、みん

なが HAPPYになるためにやるんだということです。売上を上

げるために邪悪な方向に進むのはダメです。クライアントは

絶対 HAPPYじゃないので。当然、ユーザーを騙すような行為

も HAPPYではない。LINEは NO.1 を目指していくけど、その

根底は常に HAPPYじゃないといけないんです。

挑戦し続けないと
生き残れない

舛田

私は 11「Enjoy the Challenges（ワクワクしなければ、仕事じゃ

ない）」をいつも意識しています。「楽しみながら挑戦する」っ

て、言ってみれば白鳥みたいなものだと思うんですよ。優雅

にスイスイ泳いでいるように見えるけど、実際には水の中で

必死に掻き続けている。今は安定が続く世の中じゃないので、

変化し続け、チャレンジし続けることによってしか生き残れ

ません。失敗したくないという心理的なバリアに惑わされな

ければ、チャレンジはすごく楽しくなると思います。スーパー

保守的な私にとって、毎年のLINE CONFERENCEは挑戦。楽し

んでいます。

出澤

舛田
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私は最近、CHO（Chief Happy Officer）になりたいと言ってい

るんですよ（笑）。何年後になるかわかりませんが、誰かが私

の代わりに細かくサービスを見てくれるようになったら。

真面目な話、LINERの HAPPYの度合いを計るのは大事だと

思ってるんです。頑張っている人が実際に HAPPYになれてい

るか。どうみんなのモチベーションを上げるかということに

も近いので、考え始めるととても難しい。最初は冗談で言っ

てたんですが、話せば話すほど重要な役割じゃないかと思う

ようになってきました。いい機会ですからこの場で CHOにな

りたいと宣言しておきますね（笑）。

HAPPYじゃなければ
意味がない

慎
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